
天
皇
制
の
「
生
存
戦
略
」
つ

ま
り
、
自
分
た
ち
が
生
き
残
る

た
め
に
一
生
懸
命
に
仕
事
を
し

て
き
た
と
思
い
ま
す
。
と
こ
ろ

が
、
あ
る
時
点
か
ら
日
本
社
会

へ
の
危
機
感
に
シ
フ
ト
し
て
い
っ

た
の
で
は
な
い
か
。

バ
ブ
ル
崩
壊
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ

ク
で
日
本
は
格
差
社
会
に
進
ん

で
い
ま
す
。
天
皇
は
格
差
社
会

の
落
ち
こ
ぼ
れ
そ
う
な
人
た
ち

に
目
を
む
け
、
緩
や
か
に
統
合

し
て
き
た
。
宮
内
庁
な
ど
は
高

齢
を
理
由
に
天
皇
の
仕
事
を
減

ら
そ
う
と
し
た
わ
け
で
す
が
、

天
皇
は
自
分
の
仕
事
は
若
い
人

に
譲
り
、
こ
の
機
能
は
残
し
た

か
っ
た
わ
け
で
す
。

私
た
ち
は
彼
ら
の
や
っ
て
き

て
い
る
こ
と
が
ど
う
な
の
か
。

象
徴
天
皇
は
何
な
の
か
、
議
論

を
す
べ
き
だ
っ
た
の
で
は
な
い

し
ょ
う
か
。

安
倍
改
憲
と

政
治
利
用
の
危
険
性

一
つ
は
、
平
成
の
天
皇
の
よ

う
な
あ
り
方
が
継
続
さ
れ
て
い

く
と
、
政
治
の
不
作
為
を
天
皇

が
解
消
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な

る
の
で
す
。
被
災
地
問
題
も
基

地
問
題
も
政
治
の
問
題
で
す
が
、

「
天
皇
が
目
を
向
け
て
く
れ
た
」

と
政
治
へ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
減

退
さ
せ
る
。
安
倍
内
閣
を
補
完

し
て
い
る
の
で
す
。

も
う
一
つ
は
、
安
倍
首
相
は

新
元
号
問
題
で
テ
レ
ビ
に
で
ま

く
り
、
統
一
地
方
選
で
は
「
令

和
」
が
自
分
の
政
策
課
題
と
一

致
す
る
と
恥
ず
か
し
げ
も
な
く

言
う
わ
け
で
す
。
政
治
家
を
目

立
た
せ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。

内
奏
の
様
子
も
公
開
さ
れ
ま

し
た
。
以
前
な
ら
あ
り
得
な
い

こ
と
で
す
。
内
容
を
喋
っ
て
大

臣
の
首
が
飛
ん
で
し
ま
っ
た
こ

と
も
あ
る
の
で
す
。

自
民
党
改
憲
草
案
は
天
皇
を

「
元
首
」
と
書
き
込
ん
で
い
ま

す
。
よ
り
権
限
を
持
た
せ
よ
う

と
内
奏
の
権
限
を
憲
法
上
に
盛

り
込
も
う
と
し
て
い
ま
す
。
解

釈
上
疑
義
が
あ
る
行
為
も
お
祭

り
ム
ー
ド
の
な
か
で
な
し
崩
し

的
に
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。
天

皇
の
政
治
的
発
言
は
問
題
に
な

り
ま
す
が
「
事
前
報
告
く
ら
い

な
ら
ば
い
い
」
と
天
皇
の
権
威

が
拡
大
し
て
い
く
。
多
く
の
国

民
が
そ
こ
に
気
付
か
な
い
。

綿
密
な
シ
ナ
リ
オ
は
誰
も
書

い
て
な
い
の
だ
と
思
い
ま
す
。

お
祭
り
ム
ー
ド
に
飲
み
込
ま
れ

て
、
ハ
ー
ド
ル
が
下
が
っ
て
い

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

「
今
や
っ
て
い
る
こ
と
を
条

文
に
書
い
て
い
る
だ
け
」
と
、

自
民
党
改
憲
草
案
の
形
に
近
づ

け
て
い
る
の
は
間
違
い
が
な
い

と
思
い
ま
す
。

日
本
社
会
は
右
傾
化
し
て
き

て
い
ま
す
。
だ
か
ら
天
皇
が
左

や
中
道
に
見
え
る
の
で
す
。
安

倍
首
相
は
天
皇
に
は
何
の
関
心

も
な
い
。
国
民
の
天
皇
へ
の
意

識
を
利
用
し
て
い
る
だ
け
に
過

ぎ
な
い
と
思
い
ま
す
。

平
成
の
初
期
、
象
徴
天
皇
と

は
何
か
、
左
右
両
方
か
ら
議
論

が
た
た
か
わ
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

社
会
が
全
体
と
し
て
右
傾
化
し

て
き
て
、
天
皇
が
右
傾
化
の
カ

ウ
ン
タ
ー
と
し
て
扱
わ
れ
て
き

ま
し
た
。
政
治
が
だ
ら
し
な
い

と
表
裏
一
体
の
関
係
で
、
「
天

皇
は
い
い
人
」
と
し
て
天
皇
を

も
ち
あ
げ
て
い
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。

わ
た
し
た
ち
は

憲
法
の
第
一
章
と
他
の
条
項

と
は
矛
盾
が
あ
り
ま
す
。
矛
盾

を
解
消
し
て
こ
な
か
っ
た
の
は
、

政
治
の
問
題
だ
け
で
な
く
私
た

ち
に
も
責
任
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
後
、
即
位
の
礼
、
大
嘗

祭
が
続
き
ま
す
が
、
天
皇
を
政

治
利
用
さ
せ
な
い
た
め
に
、
監

視
し
て
天
皇
、
皇
族
の
行
動
、

政
治
の
行
動
に
関
心
を
も
ち
、

チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
い
く
こ
と
が

大
事
で
す
。
私
た
ち
研
究
者
も

問
題
を
提
供
し
て
い
か
な
い
と

い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

メ
デ
ィ
ア
は
非
常
に
世
論
を

気
に
し
て
い
ま
す
。
本
質
を
報

道
せ
よ
と
声
を
届
け
る
こ
と
が

大
事
で
す
。
お
祭
り
ム
ー
ド
に

流
さ
れ
ず
象
徴
天
皇
と
は
何
か

を
、
い
ま
深
く
考
え
る
時
期
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

革新・愛知の会 第２８９号 ２０１９年６月１０日（２）

第５回代表世話人会（5/22）報告

情勢懇談から

（1）維新・減税への「期待」――大阪府・
市、名古屋市などでの躍進を掘り下げる事が
求められる。多くの人の中に現状変革への期
待が強い、アベ政権のもたらす貧困・格差拡
大で怒り・諦めがたまりつつある。単純な政
策提起が共感を引きつける。我々 の側の活動
力の弱体化･高齢化も問われるべき。
全国革新懇総会では提起されたアベ政治へ

の批判と共に、私たちの側から希望･積極的
な提起が求められる。
（2）3000万署名、消費税率10％の中止を求
める動きの大切さ――3000万署名の達成数が
明確でない（愛知県764,939筆、5月中旬）、
しかし、ア壊憲の強引な推進に対し、まだま
だ署名達成が可能だとする、実践的な報告が
あった。昨年の5月3日から一年以上たって疲
れも見える。しかし計画的意図的に取り組め
ば、まだまだ増える。街宣でも集合住宅訪問
でも応じる人たちはいる。「あなたの未来は
あなたが決める」（横断幕）をかかげ、下校
時に工夫されたリーフを高校生に渡す（50％
ぐらい受け取る）。「とにかくコツコツやろ
う」との結論。
（3）参院選（ダブル選挙）でアベ壊憲阻止、
市民と野党の共闘を地域から――安倍首相は
参院選の争点に改憲を持ち出したい、日本会
議系の下村博文改憲推進本部長、新藤義孝憲
法審査会筆頭幹事が改憲を焦れば焦るほど野
党の反発、参院選での共闘の動きが強まって
いる。県下でも1.2.3.4.6区などで市民連合、
市民組織が「共通のプラットホーム」で共闘
を進めつつある。
10％税率アップで本当に経済は大丈夫か、

10％アップで予算編成済みで後にもどれない
ところに安倍首相はいる。トランプ来日、Ｇ
20を使って選挙を勝ち抜きたいとの思惑があ
る。

当面の取り組み
（1）3000万署名・改憲阻止をめざす――手
元の署名は共同センターを通じて中央に集約
をする。今国会で提出予定で6月10日までに
送る。6月19日（水）久屋集会の成功をめざ
す。引き続き弁護士3団体から定期の憲法ミ
ニ学習会を開催（自由法曹団作成のパンフも
活用）。共同センターとしても6月20日に街
頭宣伝を行う。
（2）市民と野党の共闘で参院選勝利をめざ
す――立憲野党で2名以上（参）、衆院選
（小選挙区）での勝利をめざす。市民連合、
つなぐ会など会主催の集会（中野晃一上智大
学教授）の成功をめざす。
（3）消費税率10％アップを許さない

次回 代表世話人会
6月20日（木）14：00～

（５）革新・愛知の会 第２８９号 ２０１９年６月１０日

５
月
29
日
、
５
野
党･

会
派
（
日
本
共
産
党
、
立

憲
民
主
党
、
国
民
民
主
党
、

社
民
党
、
衆
院
会
派
「
社

会
保
障
を
立
て
直
す
国
民

会
議
）
は
参
院
一
人
区
30

選
挙
区
で
野
党
統
一
候
補

を
擁
立
す
る
こ
と
を
確
認

し
ま
し
た
。

愛
知
で
も
市
民
と
野
党

の
共
闘
の
流
れ
を
お
お
き

く
し
よ
う
と
取
り
組
み
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

市
民
連
合
＠
愛
知
と
市

民
と
野
党
を
つ
な
ぐ
会
＠

愛
知
と
の
共
催
で
６
月
16

日
「
緊
急
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

『
Ｇ
Ｏ

Ｖ
Ｏ
Ｔ
Ｅ
！
』
」

が
行
わ
れ
ま
す
。

【
テ
ー
マ
】
市
民
と
立
憲

野
党
の
連
携
・
共
闘
を
目

指
し
て
基
調
講
演

中
野

晃
一
さ
ん
（
市
民
連
合
共

同
代
表
、
上
智
大
学
教
授
）
、

各
政
党
か
ら
、
参
院
選
に

向
け
て
の
決
意
表
明
＠
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
予
定
。

５
月
22
日
に
は
、
市
民

と
野
党
を
つ
な
ぐ
会
＠
愛

知
の
拡
大
事
務
局
会
議
さ

開
催
さ
れ
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
の
成
功
と
各
区
で
立
憲

政
党
と
市

民
の
街
頭
宣
伝
な
ど
を
計

画
し
、
呼
び
か
け
よ
う
と

話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

４
区
「
安
倍
政
治
を
終

わ
ら
せ
よ
う
！
」

６･

23
市
民
と
野
党
合
同

街
宣
行
動
！

４
月
28
日
（
日
）
午
後

１
時
30
分
か
ら
、
日
本
特

殊
陶
業
会
館
・
第
一
会
議

室
で
市
民
と
野
党
を
つ
な

ぐ
会
＠
愛
知
４
区
・
野
党

は
共
闘
！
市
民
ア
ク
シ
ョ

ン
＠
愛
知
４
区
を
主
催
。

立
憲
民
主
党
（
高
木
ひ

ろ
し
さ
ん
）
国
民
民
主
党

（
牧
義
夫
さ
ん
）
日
本
共

産
党
（
す
や
ま
初
美
さ
ん
）

自
由
党
（
高
先
星
吾
さ
ん
）

社
会
民
主
党
（
山
登
志
浩

さ
ん
）
の
立
憲
野
党
５
党

が
参
加
、
野
党
共
闘
で
安

倍
政
治
を
終
わ
ら
せ
よ
う

と
参
加
者
で
意
思
統
一
。

市
民
と
野
党
が
支
え
合
う

共
闘
へ
【
愛
知
４
区
市
民

と
野
党
合
同
街
宣
行
動
】

６
月
23
日(

日
）
17
〜
18

時
イ
オ
ン
新
瑞
橋
店

２
区
５
・
６
愛
知
２
区

シ
ン
ポ
「
ア
ベ
政
治
と

民
主
主
義
」
に
会
場
溢

れ
る
参
加
者

５
月
６
日
シ
ン
ポ
に
は

１
３
６
人
が
参
加
、
活
発

な
討
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

パ
ネ
リ
ス
ト
は
田
辺
準

也
さ
ん
（
革
新
愛
知
の
会

代
表
世
話
人
）
、
弁
護
士

の
中
谷
雄
二
さ
ん
、
原
発

避
難
者
の
渡
辺
優
子
さ
ん
。

田
辺
さ
ん
は
「
消
費
税
１

０
％
ス
ト
ッ
プ
で
野
党
は

政
策
的
に
一
致
」
、
中
谷

さ
ん
は
「
安
倍
改
憲
ス
ト
ッ

プ
の
展
望
は
市
民
の
立
ち

上
が
り
に
あ
る
」
。
渡
辺

さ
ん
は
、
「
国
の
ウ
ソ
の

情
報
を
見
抜
い
た
の
は
主

婦
、
市
民
が
立
ち
上
が
っ

て
政
治
を
か
え
よ
う
」
と
。

参
加
者
の
討
論
の
あ
と
、

「
会
」
の
名
称
は
「
あ
な

た
と
私
で
つ
く
る
政
治
＠

千
種
名
東
守
山
」
に
決
ま

り
、
今
後
は
野
党
と
の
共

同
街
宣
を
す
す
め
ま
す
。

３
区

さ
あ
参
院
選
、
安
倍
政

治
No
！
野
党
と
市
民
に

よ
る
八
事
交
差
点
街
頭

ア
ピ
ー
ル

５
月
12
日
、
70
人
余
が

参
加
し
「
市
民
と
野
党
の

共
闘
で
、
実
現
し
よ
う
み

ん
な
が
主
人
公
の
政
治
を
！
」

を
と
、
ア
ピ
ー
ル
。

野
党
ス
ピ
ー
チ
は
①
日

本
共
産
党
す
や
ま
さ
ん

(

参
院
選
予
定
候
補)

②
立

憲
民
主
党
近
藤
さ
ん
・
③

田
島
さ
ん(

参
院
選
予
定

候
補)

④
社
民
党
山
さ
ん

⑤
新
社
会
党
小
池
さ
ん
⑥

緑
の
党
尾
形
さ
ん
、
市
民

ス
ピ
ー
チ
⑦
改
憲
林
No
で

林
弁
護
士
⑧
消
費
税
凍
結

で
杉
原
さ
ん
⑨
辺
野
古
新

基
地
反
対
で
牛
島
さ
ん
。

⑩
ね
ぶ
た
も
登
場
、
３
０

０
０
万
署
名
に
も
取
り
組

み
ま
し
た
。

「
参
院
選
に
行
き
ま
す

か
」
ア
ン
ケ
ー
ト
も
行
い

ま
し
た
。
日
本
共
産
党
市

議
田
口
さ
ん
も
ス
ピ
ー
チ

を
行
い
ま
し
た
。

すすめよう

市 民 と 野 党
の共闘を！
安倍政権打倒！

６
16
「
緊
急
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

『
Ｇ
Ｏ

Ｖ
Ｏ
Ｔ
Ｅ
！
』

６月16日（日)13:30～16:00

参加費500円

◎名古屋市博物館講堂

5/6 2区シンポに136名が参加

5/12 3区 野党と市民の共同宣伝行動

4/28 ４区安倍政治を終わらせるために


